
安全の指導には、念には念

を入れて対応しています。
この啓発運動は、学校に配布した

花の種子、苗などを、子どもたちが
協力し育てることによって生命の尊
さを実感し、その中で豊かな心を育
み、優しさと思いやりの心を体得す
ることを目的としたものです。また、
育てた花を社会福祉施設などに届け
たり，体験を振り返る写生会や鑑賞
会を開催したりすることにより、一
層の人権尊重思想の普及高揚を図る
ことも、目的の１つとなっています。
併せて人権教室も行い、ネット上

のいじめ等の人権問題について考え
る機会を設け、思いやりの心や生命
の尊さを多面的に学んでいきます。

渟西小では
４年生以上
が参加する
予定です。

①絵手紙（太田和枝 学習室Ｄ） ②将棋（原田法胤 理科室）

柴田テツ子さん（こもれび工房） 渡辺正幸さん（将棋連盟能山支部）

③囲碁（齊藤健将 ４の２） ④昔遊び（清水久美子 音楽室）

安岡明雄さん（日本棋院能山支部） 信坂みどりさん

⑤ふるさと家庭科(三浦里子 図家室） ⑥百人一首（銭谷亜樹子 学習室Ｂ）

山崎昌子さん 保坂咸子さん

⑦プログラミング（平塚定 PCﾙｰﾑ） ⑧地域・防災（髙橋暁子・武田卓夫 学習室Ｃ・体育館）

大渕 裕さん 市役所防災危機管理室・能代消防署・子ども館・金勇など

⑨着物・礼法教室（伊藤 類 ２年学習室・５の２）

池田貴美子さん

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
、
国
民
の
間
に
広
く
子
供
の
読
書
活
動
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
子
供
が
積
極
的
に
読
書
活
動
を
行
う
意
欲
を
高
め
る
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
特
色
あ
る
優
れ
た
実
践
を
行
っ
て
い
る
学
校
、

図
書
館
、
団
体
・
個
人
に
対
し
、
大
臣
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
令
和
三
年
度
の
被
表
彰
者
が
決
定
し
、
渟
城
西
小
学
校
が

秋
田
県
の
小
学
校
で
唯
一
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
図
書
室
や
読
書
活
動
に
関
わ
る
全
て
の
方
々
に
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

と
、
感
謝
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
表
彰
式
は
、
四
月
二
十
三
日
（
金
）
、「
子
ど
も
読
書
の
日
」
記
念
子
ど
も
の
読
書
活
動

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
、
欠
席
し
ま
す
。
後
日
、
表
彰
状
が
届
き
ま
し
た
ら
、
全
校
児
童
に
、
お
披
露
目
を
し
、
校
報
で
も
紹
介
い
た
し
ま
す
。

今年度も正課クラブは、ふるさと先生に指導をお願いしています。
新４年生は、クラブ活動の開始をとても楽しみにしているようです。
ふるさと先生の皆さん、今年もどうぞよろしくお願いします。

ま
た
、
本
校
で
は
稀
な
苦
情

や
理
不
尽
な
要
求
、
感
情
的

な
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
場
合

で
も
、
お
互
い
の
思
い
違
い

を
解
消
し
な
が
ら
、
冷
静
に

話
し
合
い
、
折
り
合
い
を
つ

渟
城
西
小
の
保
護
者
は
、

け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

問
題
行
動
が
あ
っ
た
時
に
、

学
校
と
家
庭
の
信
頼
関
係
が

「
何
が
原
因
か
」
「
ど
う
す

構
築
さ
れ
る
と
、
先
生
・
児

れ
ば
良
い
か
」
を
、
学
校
と

童
・
保
護
者
の
思
い
を
生
か

一
緒
に
考
え
て
く
れ
ま
す
。

し
た
学
級
経
営
で
、
子
ど
も

学
校
で
は
、
気
に
な
る
言

た
ち
の
力
を
伸
ば
す
た
め
に

動
が
見
ら
れ
た
時
、
複
数
の

思
い
切
っ
た
指
導
を
す
る
こ

目
で
見
て
、
話
し
合
い
、
解

と
も
可
能
だ
か
ら
で
す
。

決
の
方
向
性
を
示
し
ま
す
。

子
ど
も
は
大
人
の
背
中
を

そ
し
て
、
解
決
の
た
め
の
具

見
て
育
ち
ま
す
。
良
い
こ
と

体
的
な
方
策
は
、
保
護
者
・

も
悪
い
こ
と
も
、
子
ど
も
は

児
童
と
一
緒
に
考
え
る
よ
う

一
番
の
見
本
で
あ
る
『
大
人
』

に
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

を
見
て
学
習
し
ま
す
。
も
し

事
を
心
配
し
、
我
が
子
の
よ

か
す
る
と
、
子
ど
も
の
問
題

り
よ
い
成
長
を
願
う
気
持
ち

行
動
は
、
我
々
大
人
の
鏡
な

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か

が
ら
、
解
決
に
結
び
付
け
て

ら
こ
そ
、
子
ど
も
の
健
全
育

い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
問

成
の
た
め
、
連
携
・
協
力
が

題
行
動
は
減
少
傾
向
で
す
。

不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。


